
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

毒島　暮人　（ブスジマ　クレト）

ソラリス
ソラリス

UGNエージェントB

36

無知

政治権力

妄想

技術畑

内科医

男

29

借り：加納　美鳥　

0
0
2
6

0
1
0
0

1
0
0
0

1
1
2
6

24
4
4
9
18

1 1
1 1

1

UGN 1

カンタレラ
100%以上

160%

交渉
交渉
交渉

6r+2
6r+2
6r+2

42
48
54

1+2+3　C値8 装甲無視　コスト9
1+2+3　C値7 装甲無視　コスト9
1+2+3　C値7 装甲無視　コスト9

0 0

衛角
加納　美鳥

遺産継承者:賢者の辞書”トリックスター”

感服
誠意

不快感
悔悟

コネ：情報収集チーム
コネ：手配師

ボイスチェンジャー

14 9

ワーディング

リザレクト

CR：ソラリス

絶対の恐怖

神の御言葉

帰還の声

奇跡の雫

元気の水

細菌環境操作

★

0

2

7

6

1

1

★

★

-

1d10

2

3

4

6

6

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

オート

オート

視界

-

視界

-

視界

視界

シーン

自身

単体

-

単体

単体

自動

自動

-

対決

対決

自動

自動

-

↓100

リミット

ピュア

100%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値－Lv

攻撃：＋Lv　装甲値無視

攻撃：＋［Lv×５］　3/シナリオ

使用回数回復　1/シナリオ

戦闘不能、HP[Lv*5]回復　1/シナリオ

主に死ぬ間際の人の痛みをとる使い方

どこでも施術室

「俺は医者としてやるべきことをやっているだけ。助けられる人しか助けられないのさ」

―経歴―
10代の頃、UGNのパトロンをやっていた父の下、いくつかの実験を行われる。
それは、後天的なオーヴァードへの覚醒方法の模索であり、暮人に多数の病原菌を感染させ、結果を見る事だった。
彼は運よく生き残り（もちろん生命の危機への配慮は十分にされていたらしいが）ウィルスを扱う力を得たが、
あまりにも時間や経費がかかる方法だった為、以降の実験は凍結。その結果か父親からは避けれら続けている。
本人は、今の能力や立場に不満はなく、「こんな俺が医者になれたのも、UGNのおかげ」と考えている。

元UGN医療チーム『ホワイトハンド』のメンバー。実は最初の数年間は無免許医師だったりする。半分コネで入ったようなもん。
仲間達とは今でも仲が良く、よく飲みに行く。あだ名は「グレート」、「ドク」など。
それなりに仕事をこなしており、H市の病院に勤務をしていたが、支部長の引退に基づき、内部から後押しされる形で昇格。
それを期に、使用できるエフェクトも攻撃寄りに変化。適性はあったようだが、未だに昔の補助系も使用する。
本人としては現場で働きたいのだが、支部長という肩書や、やや過酷な職務にはうんざりしている。
それでも、日課の患者の見回りはあきらめず続けている。

―能力―
体内に感染した数種類のウィルスを白衣の内側にあるカプセルに詰め込み弾丸状に投与する。
ソラリスの能力で制御しており、味方には簡易薬剤やワクチンを、敵には毒性の強いものを与えている。
影響範囲がそれなりに広く、戦闘後の清掃はめんどくさいらしい。
宿主である自身にはあまり影響されていないらしい。
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